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宮川水系河川整備計画の策定に向けて

宮川は三重県の南部に位置し、その源を三重県多気郡大台町と奈良県吉野郡上北山村の県境に位

置する日出ヶ岳（標高 1,695m）に発し、大内山川等の支川を合わせて伊勢平野に出て、河口付近

で大湊川を分派し、 その後、伊勢湾に注ぐ、 幹川流路延長 91km、 流域面積920km2 の一級河

川です。また、支川五十鈴川は、五十鈴川派川を分派し、河口付近で支川の勢田川・大湊川を合わ

せ、伊勢湾に注いでいます。

宮川流域の概要

●宮川水系の諸元

流域面積 920㎞2

幹川流路延長 91㎞

流域内人口 約14万人

想定はん濫区域面積 約70㎞2

想定はん濫区域内人口 約13万人

想定はん濫区域内資産額 約２.６兆円

主な市町村 伊勢市、玉城町等

いすずがわ
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宮川水系河川整備計画の策定に向けて

●地形特性

横断図

伊勢神宮を抱える伊勢市等の地盤高は計画

高水位以下であり、ひとたびはん濫すると甚

大な被害が発生します。

●降雨特性

平均年降水量は､上流山間部で約3,400mm

以上､平野部で約2,000～2,500ｍｍ

日本屈指の多雨地帯である大台ヶ原を源流

にもち、大正12年9月には日雨量1,000mm

超を記録しました。

宮川流域の概要
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縦断図

市街地が広がる河口部の河床勾配はレベル

のため、洪水流が流下しにくい状況にありま

す。



宮川水系河川整備計画の策定に向けて

時代 年月 気象要因 被害状況

明
治
～
直
轄
迄

明治18年7月 －
昼田村（現玉城町）の堤防が切れ8戸20

等が流出し19人の溺死者があり、田畑
100余長歩が河原となった

明治37年7月 －

暴風雨により日降水量135.7㎜を記録、
県下に大被害を与えた。宮川の出水量明
治18年来の高点に達した。宮川橋、舟木
橋、馬瀬橋等の橋が流出

昭和13年8月 低気圧
宮川下流部の堤防決壊により、城田村、
御薗村、宇治山田市において浸水が発生

昭和34年9月 伊勢湾台風
高潮により海岸堤防が被災し、伊勢市の
人家等の被害が激しく、被災者は約9万人

昭和49年7月 台風8号 被災家屋数14,149戸、浸水面積3,051ha

近
年
（
直
轄
以
降
）

昭和57年8月 台風10号 被災家屋数2,527戸、浸水面積974ha

平成2年9月 台風19号 被災家屋数76戸、浸水面積0.5ha

平成6年9月 台風26号 被災家屋数62戸、浸水面積105ha

平成16年9月 台風21号 被災家屋数303戸、浸水面積174ha

平成23年9月 台風12号 被災家屋数196戸、浸水面積316ha

宮川流域の概要
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昭和57年8月洪水
溢水状況

（勢田川右岸5.8k付近）

昭和49年7月洪水
浸水状況（伊勢市駅前）

平成16年9月洪水
堤内地浸水
（宮川右岸7.4k付近）

平成23年9月洪水
洪水における
浸水状況
（大倉川流末）

大倉川

主要地方道伊勢南島線



宮川水系河川整備計画の策定に向けて

旧
制
度

新
制
度

旧
制
度

新
制
度

内容 ⇒ 河川整備の目標
河川工事（ダムも含む）、河川の維持の内容

原 案

河川整備計画の
決定・公表

学識経験者

意見 公聴会の開催等に
よる住民意見の反映

地方公共団体の長

意見

意見

河川整備計画の
案の決定

内容 ⇒ 基本方針
基本高水、計画高水流量等

河川整備基本方針
の案の作成

河川整備基本方針
の決定・公表

社会資本整備
審議会
（一級水系）
都道府県河川
審議会
（二級水系）

意見

都道府県河川審議会
がある場合

河
川
工
事
、
河
川
の
維
持

河
川
整
備
基
本
方
針

河
川
整
備
計
画

内容 ⇒基本方針、基本高水、計画高水流量等
主な河川工事（ダムも含む）の内容

工事実施基本計画
の案の作成

工事実施基本計画
の決定

河川審議会
（一級水系）意見

河
川
工
事

工
事
実
施
基
本
計
画

内容 ⇒基本方針、基本高水、計画高水流量等
主な河川工事（ダムも含む）の内容

工事実施基本計画
の案の作成

工事実施基本計画
の決定

河川審議会
（一級水系）意見

河
川
工
事

工
事
実
施
基
本
計
画

■平成９年の河川法改正により、従来の「治水」「利水」の目的に加え、「河川環境の整備と保全」
を追加、さらには計画策定プロセスに関係住民、地方公共団体の長、学識経験者の意見を反映させ
る手続きを導入しました。

■治水計画については、長期的目標である「河川整備基本方針」と概ね20～30年間の具体的な河川整
備に関する事項を定める「河川整備計画」に区分して策定することとなりました。

■河川法改正

河川整備計画の策定内容（河川法の改正）

宮川水系 平成19年11月22日 策定
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宮川水系河川整備計画の策定に向けて

河川整備基本方針 河川整備計画

内 容

河川の整備を行うにあったっての
長期的な基本方針、河川の整備の基
本となる事項

河川整備基本方針に沿って、計画的に
河川の整備を実施すべき区間について、
当該河川の整備に関する具体的な計画

記載事項
○河川の総合的な保全と利用に
関する基本方針

○河川整備計画の目標に関する事項

○河川の整備の基本となるべき事項
・基本高水並びにその河道及び
洪水調節施設への配分

・主要な地点における計画高水流量
・主要な地点における計画高水位及
び計画横断形に係る川幅

・主要な地点における流水の正常な
機能を維持するため必要な流量

○河川の整備の実施に関する事項
・河川工事の目的、種類及び施行の
場所並びに当該河川工事の施行に
より設置される河川管理施設の機
能の概要

・河川の維持の目的、種類及び施行
の場所

■河川整備の長期的な基本方針を「河川整備基本方針」として策定したうえで、「河川整備基本方針」
に沿って、概ね20～30年間の具体的な河川整備に関する事項を定める「河川整備計画」を策定します。

河川整備計画の策定内容（河川整備基本方針、河川整備計画とは）
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宮川水系河川整備計画の策定に向けて

宮川水系河川整備計画は、現在、ふれあい懇談会、縦覧及びパブリックコメント
（インターネット）（H27.5.1~31実施）を通して、地域の皆さんの声を伺っている段
階です。

河川整備計画の策定内容（進め方）

宮川の河川整備計画（大臣管理区間）策定の進め方【概念的フロー図】宮川の河川整備計画（大臣管理区間）策定の進め方【概念的フロー図】

河川管理者（三重河川国道事務所）は、整備計画を策定するまでに、各段階で住民・学識経験者に必要な
情報提供、意見聴取を図ります。また、関係行政機関との情報共有を図ります。

ふれあい懇談会

【
住

民
】
【
学
識
経
験
者
】
【
行

政
】

河
川
整
備
計
画
（
大
臣
管
理
区
間
）

関
係
機
関
連
絡
調
整
・
協
議
（
関
係
省
庁
）

三重河川流域委員会
【河川に関し学識経験を
有する者の意見聴取】
＜河川法第16条の2第3項＞

【関係住民の意見を反映
させるために必要な措置】

＜河川法第16条の2第4項＞
ふれあい懇談会のほか、縦覧、ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ
（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ）などで意見を伺います

行政会議

整理
反映

整備計画 整備計画

【関係知事
の意見聴取】

＜河川法第16条の
2第5項＞

整理
反映

【
河
川
管
理
者
】

たたき台

整備計画

（現状と課題の整理）
原案

現在はこの段階です

案 策
定
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宮川水系河川整備計画の策定に向けて

河川整備計画の策定内容（進め方）

○治水に関する主な意見
・治水と環境の両立した整備が必要である。
・洪水がスムーズに流れる川として欲しい。
・ＪＲ勢田川橋付近の河川整備をして欲しい。
・宮川の河床を掘削して洪水が流下できるようにして欲しい。
・昼田地区の堤防整備を進めて欲しい。

○環境に関する主な意見
・市民が親しめる川として欲しい。
・宮川下流部も生物が多く確認できるような川にして欲しい。
・勢田川の環境について、昔の環境を取り戻したい。
・宮川河口域で環境調査を実施して、環境の変化を把握して欲しい。
・親水公園の水路について、生物が住みやすくなるよう改善して欲しい。
・工事に当たっては、研究者との情報交換が必要である。
・宮川橋付近に遊歩道等を整備して欲しい。
・宮川や勢田川へのサイクリングロードの整備など、住民が親しめる川づくりをして欲しい。
・勢田川の水質を改善して欲しい。

○その他の主な意見
・話し合いの機会を多く設けて欲しい。
・１人１人の川を美しくしようという心がまえが、大きい運動になるのではないか。
・勢田川にゴミを捨てる人がいるため、沿川の住民の意識改革が必要である。
・川に対するアンケートを取れば、いろいろな意見が得られると思われる。
・住民と一体となって、無理なく長く続けられる取り組みを進めて欲しい。

宮川水系河川整備計画策定に係る「関係住民の意見を反映させるための必要な措

置」の一環として、平成21年7月25日に、 「宮川ふれあい懇談会」を開催しました。
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現地見学会の様子

懇談会の様子



宮川水系河川整備計画の策定に向けて

河川整備計画の策定内容（整備の目標とする流量）

•宮川の整備目標流量は、H16.9洪水相当（岩出地点:7,800m3/s）とします

•勢田川の整備目標流量は、S57.8洪水相当（神社地点：230m3/s）とします
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項目 河川整備基本方針（H19.11.22策定） 河川整備計画（案）

計 画 規 模

宮川 岩出地点：1/100（計画降雨量：381mm/12時間）

五十鈴川 中村地点：1/50（計画降雨量：292mm/6時間）

勢田川 神社地点：S49.7洪水（実績雨量：178mm/3時間）

宮川 岩出地点流量：概ね1/50（7,800m3/s）

五十鈴川 中村地点流量：概ね1/50（740m3/s）

勢田川 神社地点：概ね1/20（230m3/s）

基 本 高 水

ピ ー ク 流 量

宮 川 ：岩出地点 8,400m3/s

五十鈴川：中村地点 740m3/s

勢 田 川：神社地点 280m3/s

宮 川 ：岩出地点 7,800m3/s
五十鈴川：中村地点 740m3/s

勢 田 川：神社地点 230m3/s

洪 水 調 節 量 岩出地点 800m3/s 岩出地点 500m3/s

計画高水流量

(河道整備流
量 )

宮 川 ：岩出地点 7,600m3/s

五十鈴川：中村地点 740m3/s

勢 田 川：神社地点 280m3/s

宮 川 ：岩出地点 7,300m3/s
五十鈴川：中村地点 740m3/s

勢 田 川：神社地点 230m3/s



宮川水系河川整備計画の策定に向けて

治 水 洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減

目 標

●宮川は平成16年9月洪水（戦後

２番目）と同規模の洪水に対して、

勢田川は昭和57年8月洪水（戦後

２番目）と同規模の洪水に対して、

洪水はん濫による災害の発生の防

止又は軽減を図ります。

対応案

●宮川については、堤防整備

を、行っていきます。

●勢田川については、河道掘

削と横断工作物の改築等を

行っていきます。

１次選定 ２次選定

考えられる複数案について実現性やコストの観点から、有力案
を選定（宮川：３案、勢田川：５案）

③宮川ダム有効活用案

治水対策案として各案を比較した結果、実現性が高く、
コストの安い案として、宮川では「堤防整備案」を、勢田
川では「河道掘削案」を採用
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①堤防整備案

②河道掘削案



宮川水系河川整備計画の策定に向けて

宮川左岸（1.4k付近）

治 水 洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減

目 標

●高潮対策

昭和34年9月に発生した伊

勢湾台風と同規模の台風が再来

しても、高潮による災害の発生

を防止を図ります。

実施(案)

対策前

対策後

高潮対策イメージ例

10

●高潮に対する安全性の強化を図る

とともに地震対策を推進します。

伊勢湾台風が満潮時に再来した場合においても
被害を防止するため、高潮区間において地震対
策を推進します。



宮川水系河川整備計画の策定に向けて

治 水 洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減

目 標

●危機管理対策

計画規模を上回る洪水や

高潮が発生した場合、整備途

上において施設能力以上の洪

水や高潮が発生した場合、さ

らに大規模地震による津波と

ともに大規模地震直後に洪水

や高潮に見舞われた場合に、

その被害をできるだけ軽減で

きるよう、危機管理対策を実

施します。

実施(案)
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●既設施設を活用しながら、ソフ

ト・ハード一体となった総合的な

被害軽減対策を、自助・共助・公

助の精神のもと関係機関や地域住

民等と連携して推進します。

●克災の理念のもと、迅速な復旧

までを想定した危機管理対策を進

めます。

■河川防災拠点等の整備

■広域防災ネットワークの構築

■情報伝達体制の充実

■河川情報システムの整備



宮川水系河川整備計画の策定に向けて

１.洪水（外水はん濫）対策

●堤防の整備
●河道掘削
●横断工作物の改築等

整備計画メニュー 治 水

堤防整備イメージ（計画堤防断面）

12

計画堤防断面
計画堤防高

計画高水位

高さ・断面不足

堤防拡築

堤防整備イメージ（浸透対策）河道掘削イメージ（勢田川治水対策）

河道掘削

（標準断面）



宮川水系河川整備計画の策定に向けて

２.内水対策

３.高潮対策

●堤防の整備

４.津波対策

●堤防等の耐震対策

５.危機管理対策

●河川防災拠点等の整備

●広域防災ネットワークの構築

●情報伝達体制の充実

●河川情報システムの整備

整備計画メニュー 治 水

13

地盤改良イメージ（地震対策）



宮川水系河川整備計画の策定に向けて

●水利用実態を考慮し、景

観や動植物の生息・生育環

境等の保全に努め、水利権

の適正な見直し等により、

河川の適正な利用を図ると

ともに、関係機関と調整・

連携して、合理的な水利用

の推進や既存施設の有効活

用に向けた検討を進めます。

これにより、流水の正常な

機能を維持するために必要

な流量の一部を回復するよ

うに努めます。

利水 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持

目 標

●水利秩序に配慮しつつ、用途間
をまたがる水の転用として宮川ダ
ムの洪水調節容量の一部を用いた
不特定補給等の合理的な水利用に
ついて関係機関と調整・連携して
促進を図る。

●また、既存施設の弾力的な運用

について、関係機関と調整・協議

して検討を進める。これにより、

流水の正常な機能を維持するため

に必要な流量の一部を回復するよ

うに努める。

実施(案)

14



宮川水系河川整備計画の策定に向けて

1.0k

2.0k
塩性湿地

環境 河川環境の整備と保全

目 標

(1)多様な動植物の生息・

生育・繁殖環境の保全・

再生

●多様な動植物の生息・生

育・繁殖環境について、経

過監視により環境の変化を

把握し、その保全を図りま

す。

実施(案)

干潟 塩性湿地 シロチドリ 砂礫河原

15

●河川が本来有する生物の生息・

生育・繁殖環境及び多様な河川景

観を保全・創出する「多自然川づ

くり」を推進します。

●地域住民等と連携して、良好な

河川環境の維持・保全・創出に努

めます。

河畔林
（ムクノキ－エノキ群集）

塩性湿地



宮川水系河川整備計画の策定に向けて

(2)良好な水質の保全

●良好な河川水質の維持のため
に、関係機関との連携・調整を
図るとともに、経過監視等によ
る水質の保全を図ります。
●水生生物調査等の活動を通じ
て、地域住民への水質について
の啓発を行います。
●勢田川については、下水道等
の関係機関と連携しながら、勢
田川の水質に対する啓発を行い、
地域の理解・協力をもって連携
を図りながら水質浄化の取り組
みを実施し、さらなる水質改善
を目指します。

環境 河川環境の整備と保全

目 標 実施(案)
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●関係機関との連携・調整を図

るとともに、地域一体となった

取り組みにより、良好な水質の

保全を図ります。

●勢田川については、浄化導水

事業を継続するとともに、下水

道整備事業とも連携して、汚濁

負荷量の削減に努めます。



宮川水系河川整備計画の策定に向けて

(3)良好な景観の維持・形成

●豊かな流れに起因する大きな

蛇行や、アユ産卵場として機能

する瀬・淵、渡り鳥の中継地と

なる河口部の干潟等、既存の良

好な景観について治水との整合

を図りながら維持・形成を図り

ます。

●宮川堤においては、堤防整備

の影響を最小限にし、桜並木の

保全を図ります。

環境 河川環境の整備と保全

目 標 実施(案)
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●宮川を特徴づける河川景観の

保全に努めるとともに、水辺の

景観の維持・形成に努めます。

●宮川桜づつみなどの良好な景

観の保全を図るとともに、良好

な景観の維持・創出に努めます。



宮川水系河川整備計画の策定に向けて

(4)人と河川の豊かなふれあいの場
の確保

●宮川堤などの憩いの場や交流の場
として利用される親水施設を通じて、
地域住民との連携を図り、河川や水
辺の整備・利活用計画による、良好
なまちと水辺が融合した空間形成の
円滑な推進を図ります。
●伊勢神宮との深い関わりのある川
として、その歴史や文化にまつわる
空間の保全を図ります。
●勢田川等においては、現在進めら
れている河川や水辺の整備・利活用
計画による、良好なまちと水辺が融
合した空間形成の円滑な推進を図り
ます。

環境 河川環境の整備と保全

目 標 実施(案)
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●子供たちが環境学習の場と

して利用できるような水辺

の楽校の整備を行います。

●地域づくりのためのフォ

ローアップを積極的に支援

します。

●勢田川については、良好な

かわまちづくりを推進し、

歴史的な街並みと一体と

なった魅力ある良好な景観

の維持・創出に努めます。



宮川水系河川整備計画の策定に向けて

１.多自然川づくりの推進

２.良好な水質の保全

３.良好な自然環境の保全・再生

4.人と河川の豊かなふれあいの

場の整備

●河川利用の推進

●良好な景観の維持・形成

整備計画メニュー 環境

宮川堤の桜並木

19

干潟

アユの産卵場となる瀬
（宮川7.2k付近）

川の駅「河崎」
（勢田川4.0k付近）



宮川水系河川整備計画の策定に向けて

維持管理

考え方

河川維持管理計画の作成
河川維持管理目標の設定

維持管理対策の実施

分析評価をもとに河川維持管
理計画を見直していきます

施設の状態の
把握・分析評価
（経過観察）

巡視・点検
データ蓄積

（ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ）

宮川の河川特性を踏まえた河川維持管理計画を作成し、河川の状況を監
視・点検によって分析評価することで、適切な維持管理に努めます。

●河川空間の保全と利用
●水難事故の防止
●不法占用、不法行為等の防止
●住民参加と地域との連携によるかわ

づくり 等

環 境

●流況等のモニタリング
●渇水時の対応 等

利 水

治 水
●河川の巡視・点検、調査
●河道の維持管理
●河川管理施設等の点検・維持管理等

維

持

管

理

サイクル型維持管理のイメージ

20



宮川水系河川整備計画の策定に向けて

1.水文・水理調査

2.河川の測量・調査

3.河道の維持管理

4.堤防の維持管理

5.水門等施設の維持管理

6.水門等施設の老朽化対策

7.許可工作物の適正な維持管理

8.不法行為に対する監督・指導

9.出水時等の危機管理対策

10.水防に関する連携・支援

11.地震及び津波発生時の対応

整備計画メニュー 維持管理
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勢田川七夕大掃除

勢田川防潮水門と
勢田川排水機場(S55)

JR参宮線宮川橋梁(M30)

光ファイバ

○計画
ＣＣＴＶ

無線回線 平成23年度末まで

凡例

平成23年度末まで

計画

平成23年度末まで ○

光ケーブル、ＣＣＴＶ整備状況
及び観測所位置図（H24.3時点）



宮川水系河川整備計画の策定に向けて

整備メニュー(案)の概要
（宮川：河口～上流端）
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宮川水系河川整備計画の策定に向けて整備箇所（河道内の整備メニュー）

○洪水(河道整備流量)や高潮、地震による家屋浸水被害を防止するための堤防整備・護岸整備を実施

○河道内については定期的に状況を点検し、必要に応じ河道維持を実施

23

宮川



宮川水系河川整備計画の策定に向けて整備箇所（河道内の整備メニュー）

24

宮川



宮川水系河川整備計画の策定に向けて整備箇所（河道内の整備メニュー）
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宮川



宮川水系河川整備計画の策定に向けて整備箇所（河道内の整備メニュー）
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宮川



宮川水系河川整備計画の策定に向けて整備箇所（河道内の整備メニュー）

27

宮川



宮川水系河川整備計画の策定に向けて河道内整備メニューの概要

堤防整備

○堤防断面不足や基盤漏水・堤防のすべり破壊等により堤防の弱体が懸念され
る箇所での堤防整備（計画堤防断面及び浸透対策）を実施します。

28

堤防整備イメージ（浸透対策）

計画堤防断面 計画堤防高

計画高水位

高さ・断面不足

堤防拡築

2.0km

1.0km

8.0km

9.0km

10.0km

11.0km

6.0km

7.0km

堤防整備イメージ（計画堤防断面）

堤防整備

4.0km

5.0km

堤防整備

堤防整備
堤防整備

堤防整備

堤防整備

堤防整備

堤防整備



宮川水系河川整備計画の策定に向けて

整備メニュー(案)の概要
（勢田川）

29



宮川水系河川整備計画の策定に向けて整備箇所（河道内の整備メニュー）

○洪水による家屋浸水被害を防止するため、主に河道掘削を実施

30

勢田川



宮川水系河川整備計画の策定に向けて整備箇所（河道内の整備メニュー）

31

勢田川



宮川水系河川整備計画の策定に向けて河道内整備メニューの概要

河道掘削

○整備計画流量が流下した場合、家屋浸水を発生させないように河道掘削を実
施します。

内水対策

○家屋浸水被害を防止するため、河道整備により害水位の低下を図るとともに、
必要な排水ポンプの整備を実施します。

32

勢田川 3.6k

河道掘削

○ネックとなっているJR参宮線橋梁断面については、架け替えない範囲で拡
幅し、左岸側の盛土部に現在の通路の代替として、管理用通路の機能を確
保する

▽H.W.L

さんぐう

勢田川では、沿川に民家が密集していること、
また、橋梁が多数あることから、河道の拡幅は困難である。

桧尻川排水機場

ポンプ規模 備考

暫定計画[1/5] 11.5m3/s H19完成

全体計画[1/10] 19.5m3/s 三重県・伊勢市の桧尻川暫定
河道改修（1/5確率規模）に
対応するポンプがH19年に完

成しており、整備計画期間内
において、全体計画（1/10確

率規模）に対応する河道改修
が完了する予定（H40年度完

了予定）であることから、
1/10対応のポンプ規模
19.5m3/sまで増強する必要が
ある。 掘削河道

JR参宮線

▽H.W.L

拡幅

右岸 左岸

下図は整備のイメージです



宮川水系河川整備計画の策定に向けて

整備メニュー(案)の概要
（大湊川）
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宮川水系河川整備計画の策定に向けて整備箇所（河道内の整備メニュー）

○最大級の強さを持つ地震動が発生した場合においても河川管理施設の必要な機能を確保するため、

主に地盤改良を実施
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大湊川



宮川水系河川整備計画の策定に向けて河道内整備メニューの概要

地盤改良

○液状化が予想される箇所において、堤防の地盤改良等、耐震対策を実施しま
す。

35

対策済箇所の標準断面（1.2k右岸）



宮川水系河川整備計画の策定に向けて河川整備効果：整備計画目標洪水（ 宮川 H16.9洪水【戦後第２位】）

○堤防整備効果により浸水が解消し、伊勢市の浸水も大きく軽減する。
○浸水被害は大幅に減少し、家屋浸水被害は解消される。
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宮川水系河川整備計画の策定に向けて河川整備効果：整備計画目標洪水（ 勢田川 S57.8洪水【戦後第２位】）

○河道掘削効果により浸水が解消し、家屋浸水被害は解消される。
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宮川水系河川整備計画の策定に向けて河川整備効果：基本方針規模洪水（ 宮川200年に１回の確率規模）

38

○整備計画河道において、基本高水流量規模の洪水が流下した場合、浸水被害は軽減される。

左岸側

〔現況河道、左岸10.6k破堤〕 〔整備計画河道、左岸10.6k破堤〕

最大浸水深図（W=1/200流下時、越水・破堤氾濫）

浸水被害軽減効果（現況河道⇒整備計画河道、W=1/200流下時）

浸水家屋数（戸） 浸水面積（ha） 被害額（百万円）

右岸側

〔現況河道、右岸5.8k破堤〕 〔整備計画河道、右岸5.2k破堤〕

最大浸水深図（W=1/200流下時、越水・破堤氾濫）

浸水被害軽減効果（現況河道⇒整備計画河道、W=1/200流下時）

浸水家屋数（戸） 浸水面積（ha） 被害額（百万円）
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宮川水系河川整備計画の策定に向けて河川整備効果：基本方針規模洪水（ 勢田川 50年に１回の確率規模）

39

○河整備計画河道において、基本方針規模の洪水が流下した場合、浸水被害は大幅に減少する。


